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　90歳 の 記

念に祖母が

計画した、家

族のための

豪華絢爛な

晩餐会。そこに秘められ

た16歳の日の出会いと別

れの記憶…。一人の命が

今ここに在ることの奇跡

が胸に響く感動長編。

アジア多情食堂	 森　まゆみ
明日も一日きみを見てる	 角田　光代
荒地の家族	 佐藤　厚志
折れない言葉　２	 五木　寛之
開墾地	 ケズナジャット
風を紡ぐ	 あさの　あつこ
固結び	 山本　一力
がらんどう	 大谷　朝子
川崎警察下流域	 香納　諒一
木挽町のあだ討ち	 永井　紗耶子
今日はいい天気ですね。	 群　ようこ
グレイスレス	 鈴木　涼美
月下の黒龍	 神永　学
蝙蝠か燕か	 西村　賢太
答えは市役所３階に	 辻堂　ゆめ
この世の喜びよ	 井戸川　射子
残照	 田中　芳樹
審議官	 今野　敏
真珠とダイヤモンド 上・下	 桐野　夏生
書楼弔堂　待宵	 京極　夏彦
東大に名探偵はいない	 市川　憂人
猫にならって	 佐川　光晴
覇王の轍	 相場　英雄
方舟	 夕木　春央
パレードのシステム	 高山　羽根子
火狩りの王　３	 日向　理恵子
不思議カフェ NEKOMIMI	 村山　早紀
浮遊	 遠野　遥
松雪先生は空を飛んだ 上・下	 白石　一文
ラブカは静かに弓を持つ	 安壇　美緒

　2003年に刊行し、ベストセラーになった医学博士・養老孟司さんの『バ
カの壁』。その後養老さんは『死の壁』、『超バカの壁』、『「自分」の壁』、そ
して2021年には『ヒトの壁』と、｢壁｣シリーズと呼ばれるこれらの作品で
独自の視点から人間論を説いてきました。
　それから19年後の2022年、また｢壁｣が題名となった図書が話題になり
ました。精神科医で作家の和田秀樹さんの『80歳の壁』です。80歳からの
人生のヒントが満載の同作はベストセラーになり、他にも老化を遅らせ明
るく前向きに過ごすための『ぼけの壁』、定年後の生活を前向きに楽しむた
めの『「65歳の壁」を乗り越える最高の時間の使い方』から、子ども時代の
悩みに答える『15歳の壁』など、人生の節目に立ちはだかる壁をどう乗り
越えるのか教えてくれる著作を次々発表しています。
　日々の生活の中で壁を感じたとき、どうすれば乗り越えられるのか迷っ
た時、これらの図書がそのヒントを与えてくれるかもしれません。

今また ｢壁 ｣が話題になっています

　博士号を持つ警察

官・沢村依理子は、道

警本部の警務部に異動

となる。新札幌の新設

大学で爆破事件が発生

し、沢村は突然捜査一

課配属に。公安との駆

け引きの中で進めてい

く捜査。しかも沢村は

班長を任されること

に。北海道を舞台に

様々な思いが交錯する

話題作。

数学の女王
伏尾　美紀

ピックアップ！今月の３冊

新 　刊 　書

新刊児童図書

　２度のノミネートを経て、今年１月に第168回直木三十五賞を受賞した
『しろがねの葉』の作者である千早茜さんは北海道・江別市出身の道産子で
すが、子どもの頃は父の仕事の関係でアフリカ・ザンビアにて４年間過ご
すという体験をしています。
　その後北海道に戻り、高校卒業後に立命館大学に進学、美術活動に打ち
込み、絵に詩をつけた作品を発表したところ、詩の評判がよく、映画部の
友人の依頼でストーリーを作り始めたことから執筆活動を始め、2008年、
29歳の時にデビューしました。現在は京都在住です。
その他在館本：『透明な夜の香り』、『ひきなみ』、『胃が合うふたり』他

「千
ち は や

早　 茜
あかね

」（1979～）

よき時を思う
宮本　輝

　人気の社

寺めぐり、町

家ごはんや

おばんざい

などの京グ

ルメや甘いもん、和体験、

和雑貨みやげなど、今だ

からこそ楽しむ京都旅の

最旬情報がギュギュッと

満載！まっぷるマガジン

｢京都｣最新版です。

京都　‘24

イサベル１世	 迎　夏生
おばけのやだもん だいすき！ソフトクリーム	ひらの　ゆきこ
音楽について知っておくべき１００のこと	 マーティン
かいけつゾロリのドキドキなぞときパズル城	 田守　伸也
カムイの大地	 泉田　もと
そつえんセブン	 もとした　いずみ
とんでやすんでかんがえて・・・	 五味　太郎
ねこライオン	 梅田　真理
ホッキョクグマのプック	 あずみ虫
ボボンバボンボン	 高畠　純

当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/
●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（11／３を除く）
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～17時15分（木曜日は11時～19時）

マスコットキャラクター
｢TO－マン｣と｢ライちゃん｣
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